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このたびは；コ曰ナ吞油ストーフをお 
置いあげいただを、まことにありびと 
Q ございました。 

圧し<お使いいただくために、この 
取扱説明書をよくお読みください。 

なお.、お騎みになつた後ちお使いにな 
るちがいつでを晃られる前こ r 保証 
と巧に大のに保鹽しでください。 


燃料は 齡讓廢麗のな油 
巧用しでください。 


乾霜ミをはが屬されていまわ 
を麵ミ也(単…巧む2個だお質い乂めくた;'ごい 


































n 禱な則が fc いな、链獄觀 I が辦〇<が^ 


この取®説明蠢 および製品への表示では、製覇をままに正しくお使いいただぎ、 あなたや他の人々への 
優磐や財産への損 蜜をモ然に巧止ずるために、いるいろな絵表示をしでい ます。巧の表示と意化は巧の 
ようになつでいまず。 内容をよく理解しでから本ををお読みくださし、。 


A この表示を巧巧しで、誤った取り巧いをすると、人が巧 t ： または電償を貸う£巧が軍しが - r し一でじ'5 

/1.\ JBJ 》 哭ことかを描されるの客をホしでいまも...'.... 


A このま示を巧視しで、誤った®0あいをずると、人び冗亡または羅傷を負5司■能’化かが患れる巧 A 

/1\ a を示しでいまず。 



馨力… テン、 可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使巧しないでください。 
义巧の原因になります。 


換気せすに使巧しつブけないでください。 

酸素が不足すると、不完を燃焼し、一酸化炭素などが'発生しで中裏にな ...'- 
るおそれびあります。 r | 

使用中は必す1時間に1〜2回 （ 1 -^2 か)換気しで、新鮮な空気を補づ ^ f 
給しマ''/ さし、 

窓の凍結、地下窒など換気び十分に行えな;い場所では、使巧しないでください。 


•靈類®乾燥厳禁 

巧類などの乾燥(こは使 巧しないでください。 

巧類び落下しで义がつき、 义災の原困になります, 


mpuhj(Dnm± 

作かん;や口べな少。をの#ないで ださし、. 

お動や巧触によっでやかん やなべなどの熱湯がこぼれ、やけどの おそれびあります, 
また、なベの煮こぼれによって ス I ブ巧部の部品び損傷する おそれびありまず， 



















• HI )*! を適火 ：:巧 助':'''';' を 

a ると费や外出するときは、必すお义 b でぐだまい。 

また、人目の届かないところでは、使巧おないでください。 

不完全燃焼や巽常燃焼’义巧のおそれびあります。 

消义の際は、必すしん調節つまみが消义巧置にちどり、义び消えたことを 
確かめでください。 


S 消火確認 


雜給滴時消欠 

給;巧は、必す消火しでから巧っでください。 
义巧の原因になります。 

こぼれたな';由は、よくふきとつでください。 


I 繪迎は 

城後- 


雜可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、可燃性刀スび駕をするをの（ベンジン、シンナ 
ガソリン）、スブレ--を使巧しないでください。 

义がや故曠の原因になります。 


A け--- 

/ A ぶ風-''': 


•居室巧給油禁止 

給油は、必す义の氮のないところで巧つでください。义おのおそれか'ありまず。 


•燃焼中移動禁止 

义な)ついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、お倒すると义災の原因じなります。 

雜異 常時使用禁止 

(こおい、すすの発生、巧の色など巽常燃焼を超こしたとぎは使巧しないで 
ください。 

緊急の場含でちあねでずにしんを下げで;'肖义しでください。のペ-ジ参照） 

雜 li こ D ® lt 去 

ほこりを、ときど塞除ましでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそれびあります。 

參変圏’なお禁止 

変質巧';由、ミ音れたな、水の混じっている巧油などを使巧しないでくだをい。 
異常燃焼やしんが下が6なくなるおそれがあります。 




0 

0 
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雜寫溫部擬触禁止 

燃焼中や消义塵をは、寫温部(図のア5部分）にまなと'ふれないでください。 
やけし1 I りむそれびありまず。 

、芭 L U い3巧やからた0不自由なちのいるご家庭では、特にを憲しでくださし、。 
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• R }# S 0# Pe 1 繁た6ない 

スト-っ ’a を接長れ間あにらないでぐだちれ。做這やけどや脱水症状になるおそれび憑ります。 
お引 t い‘巧荀の方、 皮ふの弱いちなどびお使いになる場合は、スト^ブの驟りおい、 
1ボ居の护一やけと巧,，晶やけどや脱水症がなどにつがで圈團の人び十分を憲しでください。 


0 
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. ぃ:が-. V : , 卜 i う、’ •ぃ. rv : かを用謀 止 

燃焼筒のガラスか'义けたり、割れで破損したままのが態では、絶巧に使 巧しないでく 
ださい。費常燃焼したり、すすが発生するおそれびあります。 


雜純正部品の使用 

しんなどの部湿は、 必ず純正部品（指定された部品）を使巧しでくださし、。 
ず 想しない擊故び発生するおそれがあります。 


參像管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又はな管するときは、必すなミ由を抜いで(乾靈ミ巧を取り外しで) 
ぐださい。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。义巧のおそれがあります。 


雜可燃物との距離を離ず 
燃えやすいちのや障害物とは、 
設置しでください。 

火がのおそれ;あります。 


雜正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認しでください。 

しんが上がりすぎたり、燃焼筒びすれでいたりすると異蓄燃焼し危険です。 


爆 a 常のおを入れ時のを意 
曰常の点お'爭入れは必す巧ってください。 

点検-ま入れは、ストーブびちえでから巧つでくださし、り〇' 11 ページ参照) 

やけどのおそれびあります。 


雜臟讓賓 St 巧①注續 

ス I - フ''を臟繫処分するとぎ は、必す給';をタンク‘固定タンク巧の な巧を緩ぎ取つで 
く ' P ミをい (11 パ—•ジ雜照） 

な油び入った讓ま臟藥すると リサイクルの際に患わめ事故になるお 管れびあります。 
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® 外気に 接する窓側などに置くと、 m 気ザストーブで 暖められ、と!?対流するので 
効果的でず心' : 

■ 力—テシなと巧燃簡との距離恩十をとつでください二 


させ5と、 より効*的な暖 S 

:雜苑 W 養、麵 fc 每霉喊城驟し锦が ( A 於"が:;.:';け、 


雜 扇風機やサーキコレーターなどで室巧の空気を巧 流させると、より铺果の 
ができまず。 




外観 




天祗 



タンク養ふた 


段®板 
とつで 


キャビネット 


しん調節つまみ 
憂台 


スピー ド消火がタン 
給施サイン 
前板 


—I 進漏 —i 



薬巧簡リング 

しん窠巧® 

しん藥巧簡/'^ジキン 

し / u 挿堯 
しん 

つック 

麗 I 憲海:/ク 


点义ヒ…夕 
点乂装麗 


力’ラ■7^辦» 


’燃燒簡つ萬姆 


燃焼簡 


すイルピン 
電遊 クース 
油受け兹ら 
給油サイン愈質 
ふりこ 
键 S 曽動消お裝靈 



※単""丹ミ乾電池(別を; y 個を使巧1します。 














龍詹 621 ^- ブ輔す 

乃: J I 

广' '观 " ふ 


タンク巧ぶ 
(段巧ール _) 


燃度筒抑是 


uJ h し 


燃燒筒をたットずる 



巧ちに動かず 


3範電池をむツトずる 



参包装箱からストーブを取り出しでください。 

® 方…ドをとめでいるテープをはすしで、 方ー ドを開いで ください 
参燃燒窗巧竞をはすしでください。 

«タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはすしでください， 

•富襄簿、タンク揮え、燃焼筒がえはストー：？の傑醫に必愛でず 。 ft 
また、敢扱説明霸を括れすに保營しで < ださい。，% '•も,％ r •嘶*!：!ん 


♦燃焼筒を忆ットしたら、 乃ー ドをちとどおりに取り化けでくださ 
い。 

♦燃焼筒つまみを在ちに動かしで、しん案内筒に正しく据わってし、 
るごとを確認しでくださし、。 


參乾電池は別売です。 

♦同じ種類の新しい筆一お乾電油を2個用憲しでください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池と古い乾«池を組み溶 
わせで使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 

♦シーズン始めにすベで新しい乾擊池に交換しでください。—消雜 L 
た乾電ミ也を使巧すると、点火しにくい揚含びあります。 

♦を側にある電池ケースじ、乾電池を麗池ヴースの絵のち向に合ね 
せで正しくたツトしでぐださい。 




邸 
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燃料は必すな'油 （J に1营'灯油）を使用しでください。 

#1 A 危険1ガソリンなどの揮発牲の窟い;'あは絶対に使巧しないでく 
だをい。 

义巧の原因になりまず。 

• i 么ま意 i 変醫0巧、不純打な、ちれた巧、水の混じつでいるな油 
などは絶がに使用しないでください。 

雜潇畑剤や助燃剤などは使用しないでください。 

雜な;'あは必す义気.雨水.ごみ.富温および直射曰化をさけた揚巧に 
保置しでください。 


L 変霞巧;'を-不純巧'油とは’ 




ロミ由とガソリンの見分けかた 


指先に燃料■をつけ、感をふぎかけます。 
(火の気のない所で巧つでくたさいが' 




巧シー■ズンよ0持ち越しの 
巧ミ由 


を# 

み萬 


馨禪 Ptr 灌智したを j のは護色巧びかったり、すっぱい賣むがしまず。 
馨4いけ[:巧所(ハルリクンクをお使いください。： 

雜舟 h -' - C ‘ t ' lj ゆし、ぎりましよラ。 













4 •，麗屬 ii © 挙 



がり*す " 与. (図け. 

’ V 点义しなかったり、‘ W 点义じ時間びかかったりしまず。- ' V 壊: 

&靡熱么5だ出たり、.燃焼筒が8畜<なり、激しいにおし滑したり、興窜燃焼したりしまず。- 
• 給;'由タンクに好ミ由が残っでいでも义力が J 巧くなったり、 L もが下がらなくなったりしまず。..' 
• 点义しでから完を燃焼まで時圈か'かか0まず。 

•総ミ巧タシクゃ围をタンクだ腐爲ずる殿菌にな0ます。 - ' 

团巧-■"変鹽巧;国ゃ不總灯油を使巧したとさは、 

* 給ミ宙’園をタンク的の’ななを巧ぎ、受れいなれ油で2〜3固巧っでか6瘦诏しでください。 

，饰,，慮い-;由が残っていると南発しホず） （11 ぺージ教照） 

•しんの番 A 打をしで <だ空い。. (11.12 ぺージ愛照） ' ' 

•しんの果乂れをしであ効藥のないときはしんを巧換しでください。 ：确'..''一 

し.かめ.度酸はお醫い求めめ破雜店及な、'コ回ナお客様ご椎發窓□にご連絡ください。 一'' 


獲 IPBI * .変質の;巧、ス规ななび原因で修 a をの頼ちれたとまは、保誕期閣ホでちな謡の巧をがとな0まず。 
•巧質口油の姐理でお面りの場さは、の油をお圈いがめの販売店にご相談ください。 


ダ、*、，•‘ 

た献一 IX 


給油 


• A 醫告給;'由は必ず消义しでから义の気のないところで巧ってください。 


給油の寺順とを屬 

7 離儀磯し、 


タンク蜜ふた 


給ミをタンク f 






夕給遞鄭る 

曲 



参タンク室ふたを開いで給ミあタンクを取り出し、給油□□藍を左 
にまねしで取りはすしでくだぞい。 


q 給を□□を 
in (断面） 


>燃焼取に撤おタシクを持ち上げまずをど麽盤の想 ㈱ .:；' 
に給油時白動消义装置び働わで、' 哲動のに'ミ窝がむ诛 iV . 
'ず‘;.....'.;,.；.'... '.，な巧で::だ' 

► 給巧口回をのか婉紛にご f ミなどがはをまぶでが#^ 
場合はおり除いでくだきい。\ 

逆漏れの原因にな。ます。. 


♦市販のおミ由ポンプなどを使巧しで、巧麗計を見なびらお- 庙しで 
ください。 

♦ミ由量計の半分くらいまで黒居にをわったら、給巧を やめでくだ 
さし、。 


給遞□□逾懸擁める 

X / / / 


'■わ 3 ,帘〇‘。盛 



• A 警告給な□□をは、確実に綴感でくださレ。 

給巧□□をを下にしで、巧漏れびないことを確かかて r か b 紀 
ミ由タンクをタンク室に正しく t ットしでくだごし、 


» A 警告•.給绪口日をを織めに婦嫁たり 
はずれで义巧の原贸になります。 

>こ揉打を貸連註よくる愛とつでぐだるし V ., 









4 .機《11«)睾《 



[巧油びかない 


•ご使閉中、 給ミ由タンク巧ののミあびみなくなると r 給巧サイン j で,給ミ由のを告をしまず。 「給姐サイン J (, 
ピン ク をび出できたら、 給 a の津醒とを感にがつで給;'由しでください。 

約 1~2時闡で給油タンク巧のな油びなくなります。 



国動のに 
た'ット 


麵* SM 漏黨義靈0卷ッ h 


参燃焼筒のつまみを持つでちろに2〜3回動かしで、しん案の筒に 
正しく据わっているかを確かめでください。 


宗罕な場所に識靈 


給油時有動消义装置 
のたツ h 

I ’な—— -給油タンク 


靈焼@の据わ0確認 


ホスドーブは、水平でま定のよい巧の上に設置しでください。 


>傾3^た場戸か 

。た響尹; 


や懸動の激しい場巧で後巧す 
戲め厥園にな0まず。。 


'4: 給'法タンクが猫実に A つでいないと、忆ツトちれません。 


«しん調節つまみをち(燃焼)ち向にゆっくり 止ま覆までまわすこと 
により自動的にたットされます。 


雜給;'由タンクを t ットずると有勤のにじットされまず。 












:ると咨■や、しんな>寺乂れ、しんの交換、かを鏡きなどをしたときは，給'油後20お j 
嗦であまちくだ适い。しんに十巧な进がしみこまないラちに,南义すると、懸い上I 
がありまず。このときは、いつたん';肖义し、占0をな上放置後点义しでください占 
るとを、な次をしばらくをかめにおしがしまず化これはストーブに巧麗しでい- 


しん 
±か器 
でがを 


燃鏡簡の上部が 
黒い 




■蛋©«讓 


正しいおのが態 


燃焼筒が十分に赤熱し、 
燃燒筒上の巧の f 申びび 
身娜段て 
溃熱部分 


. b 編麵つお 
_S (燃’篤) ち向にま t ) ず 
を(消火位麗)ち簡にまわ掌 


b 麵讓3餘鞋わし 


雜しん調範つまみをち（燃焼）ち向にゆつくり止:ま 

る蒸 ご讓わし、 

しんをいつばいに上げで•ください。 （ しん調節つ策みの突體が巽± 
r 点义位置 J になります。） 

参点义ボタンを静かに止まるまでがしでくださし、。 

•房がヒーを巧近から白遲が J : びるだけで,冉义; y —; い想皆を、い,かボ'一； 
が ンをかし戻すと语災します。 U 占に结く巧一、:するとよ乂.しく'.、’りさ ; -d 

•な火したことをお威したをちお义おがをそ。まま掛ずでいをじ：店- 
- ヒータのフィラメントび助捕したり，跟沿の屏囲にな0ます 

参点义を確諮しでから、静かに指をはなし点义ボタンび髓奏にちと 
の位置に房つでいることを礎かめでくだぞい。 み 


£燃燒筒の据わり確認 

I I 


卜顏化がタンが慶つていないと戀义緻の猛 
ずが化る廣因になります。 

>な次操巧狩は点义巧窓と点火ポタンの P 却 
意しで < ださい。 


狂ろに動かず 


>燃焼簡のつまみを持つで、ちちに2〜3◎動かしで、しん嚴巧簡 
に正しぐ据わ可でいるかを確かめでください:。： 

• I 么ぶ意 I 燃焼筒が正しく据わつでいないと、療设から巧次ですす 
yii ? 纖焼します，左しく総衍けでくだ敎がふ .. 


マッチ点义のしかた- …巧一点义ヒータび使えないとま W \ 

1. ガードを開いでください。 

2. しん調節つまみを宿（燃焼）ち向にゆっ<り止まるまでまわし、レんをいっぱいに上げでくだ夕い。 ’、， 

3. 燃焼簡つまみを函のよ引こ持ち上げでマッチで,馬次しでください.。，::， 一 '!>>/-/■ 

4. 燃焼戀をしん葉內簡の上(こ静かに廣しでくたさい。^ 

5. 燃焼園つまみを搏っでをちじ2〜30動かし、燃焼筒の提わりを確かめでください。 

6. ガードを關めでくだち'い,.. 

復尼金ぶ•マツチの燃えかずをしんがおや坦台の上に rf かな巧い。樹脂部分び焼損したり、父巧の原因になりまず。 


炎®誦簾» b A / ii 節つ まみで 巧います。. 

’ス * 巧やホ熱のが態をみなびら〔しんの下げず愛〕や〔しんのパ-わ} v < 

- 1 のが態にならないように調節しでください。 













ラ.想堅養と護揉、纖鱗醫つまみ舊涛っ1 

■ •^-5 -• 亡" i ■、、レ去ィ1 中み v : i .gaacf 、； ••■• j .- a.w ■ •一み —.-ム;立.に— V — ド'- 


:巧よラなと塞强 I 


娘栽態から煮激にしん調»つ棄篡蕾當（細 
の芒難を爲ながら睐っくり操俸 b 忘く乾强 
点次す;タシに触れない寶くだ養む^竊《燕■: 
■ tmm レずご增賴線した:りず潭こと訪蕾弓ま-^ 

I -J-X I 、'■-/— i-fa. -» t-tJ _ し夕 i.'-.'iS "si'! Jtet—i 


章葬實と裘が上がります。ま fd 
:蓄こと敎'患〇棄すが、巽常带( 


■麵簿纖庚變しかた 

1 Uu 調離つまみを在 

(酒父燈繼)巧剛山まむす 


•しん調節つまみを左(ニオイカット消义位置)ち向にゆっくりと、 
お咬止まるまでまわしで、消义しでください。 

( しか調節つまみの突起ヴ「ニオイカットミ肖义位壓_!になりまず。） 

•スト…ブを抑した0しで消义しないで < ださい。. ，，, 

• r 〜3巧程度で消义しまず。'''-‘なが-*-…讲-い，‘ I 

• しん調節つまみを單<まわしたとぎや、か义でで使巧しでからの消化 
は、がが一瞬巧びることがありますので、炎がが巧ないよ3ゆつ<り 
’. まわしでミ肖义しでください， か .. 


スピード消乂のしかに 緊急時の消义方を 

しん鋼節っまみで消乂することのできない緊急時にだけ使巧しでください。 

7 k 。- K 游、レが々、 J を巧す ♦巧震自動消义装置びが動し、しんび下びりまず。 

AL I / fWJ 、 ッノ aiT ? (しん調節っまみの突起び[スピ-ド消义の壓」に驟ります。） 

'''''''' 胃'''' '''—''‘.. pi 苗 • しん調おっまみの突起が r スピ•••ド消乂借麗 J じ麗をなし化趙は*驟’ 
L.J るまでスピード;肖义ホタンを巧しながら、しん飄餓っ藥み•耀孤巧尚つ^ 

7^" ， V " '''' まねしぎっでミ肖义しでください。 ■' .リ 

/ V /ぐが;™ •通溝;'肖义にくらべで、消义跨のにおいヴ強くな口まず。 

V'l y •変翼な;'由などでしんの上測こ、夕…ルなどが麥くが麗しでいると、ス 

ピード消义ポタンを押しでをしんが斑をにてびりきもない（しん調節 
クまみの巧起が f スピード消义1な麗 J に廣6ない）で消火しないこと 
があ'りまず。;'.'.'';'.' . 

'己藝基さ替ををはレおの季みれをしでください。 （ 11’12ベージ教照） 


巧超 


■ し/ y * 節つまみの突起び r お义 ffiSJ に漠らない） ^ Stt *** 

しん鋼 おつまみをまわしでち、スピードミ肖义ポタンを巧しでを、しんび下がらす消义しないと きは給油タンクを取 
り出し、义が 消えるまで燃焼させでください。 

このようなとぎは、 お翼いホめの販売店又は、□□ナお客様ご相談窓□にご相談くだ—さい。 


くそ、馬义しなをつたり、においがしまず。 
まで、 5 か窗待つでかる烏义しでください。' 


強い地 K や振勤、衝擊を受けたときは巧震有動消义装置が巧動しでき動のにミ肖乂しまず。 

しん調節ッまみを街(燃焼) 巧向にゆっくり止まるまで:素ねすことじより白動的に t ット ちれまず, 

• だ’.:；: n お消义 装置は、 J 旧に定められた 100〜 2 (io をによりが勤ず赛よラに調靈いであります。 

: j ' ご：巧巧中における弱し旧窜的な振動、賴銳では霞蠢しません。 - .‘み. 














燃焼中に、給ミをタンクを持ち上げると、自動のにミ肖义します。 
給なタンクをじットずると自動的に忆ットされます。 

■給油： s / シクが確実に A つでいないと、たッ h されず、点义でまません。 


点犧‘ホ入れ(ま、消义後ス I ブが十分ちえでから、巧ってください。 

曲が震自動お X 装置をか限したり、油若ぶたりしなし、でください。ザ銜敦..:讀霞踩\- ' ’ ■ 
=;,* んんの纖擊出がまは8.ち mm でず。のつたり、孩<弓ほをしたりしないでください。 

• しん嚴の欄’総ミをタンク.:燃鱗磯は渡おさせな巧ください。また廳焼障を鬻としで、方ラス 


■油のたまりや、ミ由のにじみはぶ薄とる。 

•巧巧れのあるなちは.お巧い巧めのをが 
巧煩しでください。 


巧が 


周駐を整理■溝掃し、巧燃物)は取り陈く。 


® たいらの部分に燃えかずなどが 
た康つでいないか。 
f 燃宠かすなどがた棄ると燃焼" 

I 筒の据わりを悪くしで、燃焼 
I 谭蹈害するごとがありまず。 


燃焼簡对よすし、©ド亏イ八一の巧燃えかすなだ靖取り 

踪く。 を)巧ィ JV-’ 一 

I しんの先端をしんおの简のたいらの/ //、 
が分にさわせ、游えかすがみそに窓 
ちないようじま療しでくたさい。，， 


* 点义ヒータのの闇（しんとの間 I •しんの出び8,5麵のときじ点义ヒ'ータのの麗びちよ巧'ど段'' 
1) は正ししか。 いところじなります。 , n - T 

r フィラメントび、しんに巧し'! 

!でちよラど良い值置にないと！ 

し点义しにくぐなります。 i 


•巧置の弱整はお毀いホめ 
の販责店に巧頼しで<だ 
さい。. . 


■..変おは7ツチ棒などでまつ 
..すぐになおず。 

• をおびなおらないちのや、 
劇経したちのは取り藝える. 
(13 ぺージ参照） 


燃えかずなどが落ちでいないか, 
ほつれでいないか。 

な火操巧をしでフィラメント') 
びしんのほつれに醒れると赤_ i 
熱び悪くなり点义しにくくな I 
りまず。 I 
























をが碟-ミを 







; しんの点検•ま入れ(月 T 回》 


‘1、\が P 斤 |ミ'よるの容 

^ ' 呼 勤頁哥 

j W !»を霉遇を廣いで、しんをよげ、置台 

? 窺 tv I 贷左測を請酱に強く動かしたとき、 

=,^:V ^ I 巧震自動ミ肖义装置が作聲しで、しん 

J ,が最をまで確実に下■だるか。 


,-'- I : ' ■.''''''''占藏 .''' パ‘' 巧 お鱗 

哥卜' '/…‘:’。霉 

苗 I こ 

巧襲箇》 

1 •••‘§ 消义装歷，. 

I ) ^/' V ' 

弓 iHi 91 If 


m 部(みりこ、ベース ） j 
ごみ、異物、揉こりなどが f す薦 
しでいないか。 


朽動 部(しん)1 

I し知の上て揉ス厶ースか。 
‘夕〜ルの巧趙はない力、。 


し / v 繫巧!简 
パツキン 


•の訪たり、巧れたり、傷知でな 
びび入つでいないか。 


•感震部、巧動部を点鶴ずを。 

/鐵窺簡と給油タンクを取 n 出し t L /’ J お,1 — t vA お‘ふよ L 
すでビネ V 卜下觀（ををとを避；ぶ JJ わわぃ^ f ^が/っ I 卜おレ, 
お)ね D 1 本を I ますしす卜巳リトを前ろじ合 Mb ’損け、睐 f 今なか 
:: 薑 I う赫からないよラを臀しで持ち上ドでは—すしで < 心八、 I 


•やわらかい巧で、ごみ、巽物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


•しんの軍入れをする。(，り’ 12 ぺージ寶獄 ，、こザ ....' ぃス 

• 効栗がない揚含は、しん靖交樓す還 。I —- - - 

(お翼い求めが廳売廬忍な.おおくのコ C けお客綠ご柏を t 帶□じこ相 
該ください r ) 

•バツキン(こ、のび、視れ、ひぴなどび入つでいた ii 含はを 

換する 

(お醫い巧めの販売店及は，お巧<のコロナお宮樣ご相訟お□にご相 
穀くだをい。） 



■油タンクの(給ミをタンク • 固定タンク）の蜜質な巧やで純の姐を取り隙 

•処證巧を（义の気のないところで巧ってください）’‘.ザが 

1.スだード網火がタン燈巧しで、巧震白動消火装置をホ菌さおて<ださい* を 

泣.*1觸«&鑑独ぶンク卷取り出し、しん鋼節つまみを抜いたあと、,，ホが搂ネッ . 

卜下鄭（怨おと徽趣）の止めねじ4本と前板よ^巧の让めねじ1本をはすしホ 
t ピ巧ット堀前巧に約45’ 觸け，操作部が畳ら撤からないよ.:…- ' 


変質な';巧や不純な'ぶなどでしんの上部にカーボンやタールが'何遍し、不輿營が'をじた会邊 
(6 ぺ™~ジ参照）は、しんの爭入れをしでください。 

徽ま入れのしかた 


雜しんのま入れをするとぎは、風のあたらない場所で巧つでください。 

風があたるとホ火が化たり、覇常燃焼の原因にな©危険です。また、しんのを入れかはにおいびしまず ので換気 
をし でください。 . 

1酸:/鈍な、ジ巧覆下 。 irr おタン。 誤な探鐵 1ぃ で'をタンク 




雜しん調節つまみをろ(燃焼)ち向に ゆっくり比まる豪で藻わし、 
しんをいっぱいに上げたあと点义 ボタンを静かに押しで点义し 
でください。 

雜正しいおのが態で燃焼させでく ださい。 （ 8 ぺジ參照） 


|\ ■-グ っ''' 一 f レレ;_ W - 一、/ -1 一 1-1— 1 一 f 、_、—"，一、り' バン じ 口了 

參ん - . V ぷ ^4ごみ ここ^ 雜正しいおの巧態で燃焼させでくだ— さい。旧べ 

の蠢蠢訂纖黨く蘇つ、人芳か处篡*な'^^繁^諭麗霄讓 


下は < ラで.で 
しをじドんい 
巧ンれス这搬 
をビすナし藻.. 
輿ル、はィ幾引 
をィもが.マをら 
ンオピン' どが 
™ ィらくピはなな’八. 
サがでル费~ 〇さ. 
巧なし V とバじだ 
:;た給けすすいィこ< 
か ♦ • 

し-で 資 

ず ii ' ジ S 

は ぞ.，、' \\ィ 

i 
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r 黨薦#'雜變 bA / 餐いっ{まいに .. H 呼、谓旱警^* i 瞬靈懸 S 

■ ■ .. . . ......... :7.’ぶ... .. _:.. . ン: . 

•しんびかたくなっでいるとをは、しんのま入れを 2 〜 3 ◎巧ってください， ' 'て‘ 

• しんのま入れ後:のご使巧は、しんを一露下■まで‘ドげでから給巧タンクを它ットし、20巧む1:诗つでしんじ十分；け巧诗しみ7 i 
んでから点义しでくださし、。 ，‘ …. 

んに十お口船けしみこまないうちに巧火ずると、吸い上(ブ不足のため燃焼簡の巧熱不がが紹<ことがあ a まず 

■狭®讓讀なと臻は新しいしんと资攫しでく fd 議り3ぺ-''巧!巧） 



• しんの寺-入■れを巧っでち力ーボンや夕ールがとず I すだ効案ぜながとき.。.. 

• しんびがを養んでしまい、しんの上下操巧び麗くなったとき。 

• しんの上部び消踩しで、うすくなったり短くなつたり；凹凸になっているとき。 

■ い^ 

• このストーブのしんは麓义しやすいよラに点义部に枕巧まがありまず。 

•の巧き部かの繊維をほつれさせないでください。 


圆定麵点検 


長期闊ご使用になりますと、機器の点検び物要です。 

• 2 年に1回程慶、シーズン終3をなどじお費い巧めの販売店又は、惨巧翼格蓄〔(お）曰本哲'油燃焼機器保守憾爲 
(TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術舊理講留を修3者 （5 ミを機器按術管理±)など)のいる店などに点検®頼され 
ることをおずずめしまず。 
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纖隙-靈讚の見分け方と処置方法 



雜巧の费にちとブいで、お確かめください。 

雜処鹽ちるにより処麗しでち度くならないときは、お買い巧めの販売店にごす目談くだをい。 


ち…‘,'パ';4ぶ、'な带 

SafiSf - — ’ 嫁な 

嗟 

1 

ん.ぞ 

V ぶ 

お.《: 

|| 

ft 

i 

— 

B 

h 

中" i 

•r 

. i :‘. 

i 

•巧 

細 

1: 

i 

mm 

i 

1 

該 

B 

i 

ミを々 

isA 
も*' ■ •• 

載 

m 

- 

111 
ち.巧 

m 

1 

i 

MJiFM 

i 

摘油タンクじな油た*ない1:- 

# 

み 


み • 





み 

給油ず鸯 

6.7 

水、変質な油、不鈍だおヴ潑 A しでいる 

巧 

# 

m 

• 

• 


• 

L __ 

♦ 


み 

m 

0 

撼油タンク，鹽恶没ンク巧のぶを祕班、 
きれいな巧巧で就い、::しんもな撫すを： 

1113 


み 

0 


# 


• 






參 

猫施傲よしん/獲 T びで 20 うがん;ヒ禪巧；'し 
んに十が:な滿がしみこんでかを点火马も 

6" 

熙、思 rn 益でぉ餓造鹽 



# 

參 

參 





ぞ 



圧しい盤のが離にが截ようにしんを調留巧 
すを 

巧 9 

渡:若0:毒式ご.二 "1" 織 


0 


# 


参 










み 

• 

參 








巧焼戰つをみ■を•茫ちに.載)かしで解むり 
註おず 

8 

1 援時間閲め邸った卽歷で使巧しでいな 


# 


# 


♦ 







愚巷あけ、部體の授其をずる 

1 


• 

感 

魚 

m 


參 

m 

♦ 


み 


# 

!しん！のを-八れ！を-す愈 

り' レ 

巧か#■■■巧ド瑕ドがでが巧;真が f がつ巧 apa に巧巧 

• 












変形をな■おすわで頓弓な 

‘…. 

M / : '叩；; 常解ご,’;こ-け 

0 












9ごをでしく夕れろ 
新しい聽電难とク撰すも 

-——5 1 

, '磯臟 閑飄驢巧盤甲 V . 扉!^ 谭 W ,... ，. . ％ 


m 

# 

m 

# 

み 







新しい部蟲とを撰ずる 




雜 

• 

參 

• 

參 



魚 




諷级当たら知い無’か C 呵哨む， 

握動を愛けないようにずる 


’，片 L — 卜聘臂だ巧曠しで1。、る . 

0 






幾 

媒 


# 



嚴売圍じ戟賴し 7—- す f 巧げい’ 





1 



: 



# - 


雜； 


給油をンクを聽喪广入け,る 


:劉 驟’淵 淺ぉ網 W ' 颗 im ’ 巧、曲峭しパ- 1, パか' 

. ..1 

1 




1 



m i 




韻売店に巧-觀しでな、う’かレ； 1 


•燃焼中や消义後に、と薄どき r ポ〕ンポコン J という音がしますび、これはおなタンクか <— ががン尸 7 〜 W 加か 
流出すると塞'の碧で巽常ではありません。 































不究蠻??《邏、 II 獲は 危険ですので、部晶のな換、 ： 調整び 必要な屬慧1こ tt 、 33麗い* »® 贩麗) SStt 、 
修邏資 « S 〔(«)0$：5»纖焼機 S 保巧攝含で巧ラ按術營理講暨爸修了 馨（覆縫機 gSli 靈耀: t ) S と']©い SIS 
鄉 Bl こご«懸くだ遂い。 . 


部3變議》 □□貧誦歴麵腸 とご指定くだ靈い 



>；：>：■;. 

► しんの交}轟な、,。:.お麗い漱めの«邱路汉は、お近くのコ□ナお客様ご相談憩 L 1 へ彼賴されをこ: 
と题技鄙すめレ萊ず。擧ぉみ鼻ぉ强讀議讓藝賴謹:讀麵讀曇藝麵麵雲麵瞧麵誦謂®穿^^ 

• しみ/は必す検雖に截^を炼癒疆をれ& 口□ず綠连し /u SX - B 27 WVJ 活强マーク巧）帮 

こ懂蘭くた进い。。，る’'?' - 

i 離 a に？1遵し靜い t 命や、賴胃んを德巧しまずと、鶴簾垂平分凳澤できないばかりでな。 
K が災や中離め®轉黛.獲り藥霄ぉ： —，，，，..， 、‘ : i : 

しんの S 換巧瓣恥ン雜ムんに»靴の f ち涵燃焼機藉霜し/1離薇説驢靈 J に従つでくだ茲い。 


:{ぶ顯，狂;’领堪产說.與辟攝谭砕もスぶが 
1 f 、為’主 …‘當… 视 

參:參 




点义ヒータの交 




3 



乾電泡と燃焼筒を取りおす 


リングフタを闘く 



® リンタフタの止めねじ]本をは部しで、リンヴフ絮狸關いでくだ 


点义ヒ…夕をはずす 



♦点义ヒータホ端び点义窓にあづぐまで点义ボタンを巧しでくださ 

♦点义ヒータをま前に巧しながら止まるまでちにまわし、点火ボタ 
ンを静かに戻しでください。 

点义ヒータびソケットからはすれまず。 


新しい厳ヒ-夕補り付ける 


ガードを下にする 


癸起 


夕突起とみそを离わせる 

1 巧巧がマ）し 



/■ I )巧す 

ソクット 
のみぞ 

(3) まわす 


め点义ボタンを巧しでソクットのみぞの位霞を確認しでくださし、。 
«点义ヒータのヒータ乃ードを下側にしで、ソケットのみぞに点义 
ヒータの突起を入れなが'ら点义ヒータをを前に止まるまで譲し込 
んだあと在にまねしでください。 

フイラメントが水平になります。 
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•リングフタのつめび窠巧窗リングの汚巧に 入っていることを確認 
しでから、ちとどおりに止めねじで固定しで ください。 



燃焼筒の交換 



燃焼簡のガラスび劉れたとをは、 お翼い巧めの販売店文ほ、おのくめコ □ ナお客様 ご相談窓□じご絹談くだぞい。 
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隱勝 ‘ 設 ! 
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眶麵燕 ! 
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盤： Bit ， 雛ご纖强 
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